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● はじめに

私たちの住む隠岐の島町には、悠久より伝え、表現されてきた伝統・文化・芸能・歴史を基調
とする人々の共助の営みが、今も大切に受け継がれています。
しかし、押し寄せる少子高齢化の波、減少し続ける人口と生活様式の都会化、産業構造の変化

を背景に、地域の“たすけあい”というかけがえのない財産は、脆弱化しつつあるといえるので
はないでしょうか……

あなたは、高齢や障がい、病気、事故等によって身体が思うように機能しなくなったときや、
目の前の育児におわれ、親しい友人と疎遠になることで、自らの“これから”に不安をおぼえる
ことがありませんか？それに対して、公的な福祉サービスのみで、あなたの不安は全て解消でき
ますか？

確かに、人が生き、暮らしていくことに、公的な福祉サービスは必要不可欠です。
しかし、精神的な支えも同様、なくてはなりません。その支えは、家族であり、友人であり、

近隣住民に他なりません。

本報告書は、行政や福祉研究者の視点から、さらには、地域において一早く「ふれあい・いき
いきサロン活動」を通じて、住みよい地域づくりに取り組んできた自治会区や団体の実践報告を
もとに「安心して暮らし続けるために ..」の極意を探ることを目的として、平成２２年２月２４
日（水）、隠岐島文化会館・大ホールにおいて、総勢２８０名の方々にお集まりいただき開催され
た『ふれあい・いきいきサロン活動推進フォーラム』についてまとめたものです。

本フォーラムの開催にあたって、福山平成大学・藤井悟教授、並びに隠岐保健所・村下伯所長
をはじめ、シンポジストとしてご報告いただいた皆さま、そしてご協力いただいた関係機関の皆
さまに深甚なる感謝を申し上げますとともに、本報告書が、本町におけるボランティア活動のさ
らなる振興と、地域福祉活動促進の一助となれば幸いです。

なお、本報告書では、一部「ふれあい・いきいきサロン」を「サロン」と表現している部分が
ありますので、ご覧の際は、置き換えてお読み下さい。

平成２２年４月
隠岐の島町社会福祉協議会
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―　平成21年度　ボランティア活動推進事業　―

ふれあい・いきいきサロン活動推進フォーラム

開 催 要 項
― 地域発　福祉活動がもたらす　この島の更なる活性化 ―

◆趣 旨
巷悌勵れ諷碁┎巷亳┏ﾎ巷悌畏巷┎袷庁廱 91 ß┎芙¿┋∨抂ブﾎズ┄┆属筑芙┲梭默ベ

┫梠┎畷穡┈┟┊ビ┬〞┈ガグ求母軒悟┲‶よそほ┋ﾎ讎巷─ズ┩バ｠箸ビ┬〞挿ﾑ┎枳悶

┎擔ブビ┈ﾎ綬？┨┪←ゴﾎ玻零ビ┬┆ゾ〞←忿鰓漕粟鰓楫旡れ迫曳┲陥碌┈ベ┫＋ﾑ┎デ

к┎灰┟ゼﾎŠ諷碁┩ブビŸ┈ブ┆團〞━┎Ü£┘┈求ε┋唄デ怫ゼ┬┆ゾ┞ブ〞ﾏ

筑く╀ろふて┏ﾎバ┎┨グ┊Š諷碁┩ブビŸ┲陥碌┈ベ┫デк┎灰┟┲付ズブﾎ枳彦〒囲

┋ジデ┫ﾘ┕┬ケガ′みよﾙ┲┏プ┡┈ブ┆ケ鄒况┋頚綉ビ┬┫囀噐付ю┲彩ヂ冢Ｙベ┫バ

┈┇ﾎ侃貫┎綻┊┫付偲粟┎〞┡┎∃ψ操なれ賛粟┲Ｊ腴ブﾎ｠┬┩┎付ю┎五稚┲Šジゾ

婦囀噐Ÿ┈ブ┆静締れ正腴ブ┆ガヂバ┈┲劭况┋裴ぬブ┞ベﾏ

◆主 催
諷碁┎巷亳嗾〒囀噐胃窕〒鰓諷碁┎巷亳そふよぃ┺┹〉よ』ろ

◆共 催
諷碁┎巷亳繁乖ジ姚業加胃窕〒

諷碁┎巷亳揀＋╆ふけ腱英〒

⇒繁羽з棺瓦桂囀噐′ろか]ﾍジ嬢←ガっ｠ぇめろ╆ﾘガ┭┏ﾙ

◆後 援
諷碁礎宰諷碁Ｗせ冗!れ!諷碁┎巷亳!れ!諷碁侃貫＞竈礎昔顕裘加胃〒

◆期 日
鎖紹鰈鰈裟鰈男鰈鰊属鰺頒鯲ﾍ24鰡11 鹽 27鰡11

◆会 場
諷碁巷漕粟〒遏鰓求せろほ!鰺諷碁┎巷亳痒亳衛于┎‖ﾎ鰈佰侃鯲ﾍUFM!鰡!鰈. 鰌鰈鰒鰛

◆参加対象
ﾘ┕┬ケガれガゾガゾ′みよﾙ頚綉渇∃〒加!れ!枳彦〒囲 0 亳ハ〒孀ﾎ嗾〒囀噐胃窕〒鰓そふ

よぃ┺┹〉よ』ろﾎﾘ迷激滞〞ベデケガなぅほ～騰ﾙ逗計侃囲ﾎデ液愛蕚〒ﾎ狗＋〒ﾎ揀＋╆

ふけﾎ嗾〒囀噐憎盂孀┎褪Ｉ揉!れ!繁乖ジ姚業加!れ!｠┎♀侃貫囀噐┋褪滋┎ケ┫像孀

◆参加定員
鰈鰌鰌疫垳祭鰺ケ匱躇鯲
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◆参加費
貰!!綜

◆日程及び内容
 12:30 13:00 13:10 13:40 14:30 14:40 15:55 16:00

唄!′ 裴〒 陥碌秧暴e 陥碌秧暴f ※将 ‶よた[┽て 褂〒

（１） 基調講演①
ﾘ侃貫┋ジデ┫囀噐付ю┘┎蜘糸ﾙ

諷碁礎宰諷碁Ｗせ冗ﾍ冗裔ﾍ衷½!↑ﾍ畔!

（２） 基調講演②
ﾘ侃貫┋ジデ┫囀噐付юゼ┢〞┩ベ!侃貫┎付偲粟ﾙ!

囀悟鎖紹求契!囀噐せ際契苳!囀噐契圜ﾍ宋瀬ﾍ灌’!樹ﾍ畔

（３） シンポジウム
ﾘ┕┬ケガれガゾガゾ′みよ付ю┎頚綉ズ┩星┫侃貫囀噐付ю┎五稚ﾙ

┕┬ケガれガゾガゾ′みよ付ю┲侃貫囀噐付ю┎纓┈ブ┆頚綉ビ┬┫枳彦〒囲┎顔

苑ズ┩ﾎ諷碁┊┩┇┏┎侃貫淀偲┲付ズブ〞侃貫囀噐付юゼ┢〞┩ベ匆銛┤縮挌ﾎ五

裴像孵孀┋┄ガ┆胃窕ブﾎ匆┎ﾚガ┄┞┇┢稽滋れ稽ダ┋巽┩ベバ┈┎┇ゾ┫Š侃貫Ÿ

┈┏∠ズ鰾ﾛ┲星┪┞ベﾏ

ﾔ╊ろぅ┺っろ』ろﾕ

囀悟鎖紹求契!囀噐せ際契苳!囀噐契圜ﾍ宋瀬ﾍ灌’!樹ﾍ畔

ﾔ╊とよぃろ』ろﾕ

諷碁礎宰諷碁Ｗせ冗ﾍ冗裔ﾍ衷½!↑ﾍ畔!

ﾔ‶よた[]ぇﾕ

低亳鰛亳ハﾍ鰓ﾍジ佰樔┕┬ケガ┎譎ガ

批于囲ﾍ鰓ﾍ批于┏┄┩┄′みよ

з樮囲ﾍ鰓ﾍ┏┄┩┄╆ふけ

悟于囲ﾍ鰓ﾍ悟于衰檜〒

自治会区長さんや、ふれあいサロン実践団体の世話人さんにご登壇いただき、
地域の現状や、活動開始の経緯、活動内容、その課題・展望などについてご報告
いただきます。

◆申込方法
鰈男鰆鰮属鰺冥鯲┞┇┋ﾎπ弑┎亠耨蛋ﾎ雨┏亠耨蛋液屯┎ハ決┲½皙詣ジ豌睾½ビガﾏ!

◆問い合わせ／申込み先 
諷碁┎巷亳嗾〒囀噐胃窕〒!侃貫囀噐硴!侃貫囀噐Ｉﾍﾍﾍ申司!鰡!挑斧鰓衷¿

ﾞ鰮鰥鰄鰔鰌鰌鰈鰛ﾍ諷碁┎巷亳引于!4:7!佰侃ﾍ鰺諷碁┎巷亳嗾〒囀噐〉よ』ろ!ハ鯲

TEL ： ２－０６８５　　FAX ： ２－４５１７　　Ｅ -mail：   voc ＠ oki-fukushi.net



琊 4琊

基調講演①

「地域における福祉活動への期待」
島根県隠岐支庁・隠岐保健所長　 村下 伯　氏

私からは、『地域における福祉活動への期待』と題
しまして、「はつらつサロン事業（隠岐の島町介護予
防事業）」に参加させていただいた経験と、保健・医
療の立場から、サロン活動と“健康寿命”との関係に
ついて情報提供させていただき、さらに、県内でも先
駆的といわれる隠岐の島町のサロン活動の特徴を紹介
し、最後に今後のサロン活動に期待することをお話し
させていただきたいと思います。
私は、この２月に、「はつらつサロン事業」に計４
回お邪魔させていただき、私自身も大変いやされたわ

けですが、参加されている方々にインタビューしてみますと、多くの方から聞かれたのが、「いやぁ、こ
こに来ると人に会うことができる！」という言葉。また、「ここに来るとおしゃべりができる！」、「一人
で暮らしていると人と話す機会が少ないけれど、ここでは笑って一時を過ごすことができる！」、「他の
人と会うことで、元気が出る！」、このような声が聞かれるということこそ、すばらしい活動であると思っ
ています。
全町で展開される「ふれあい・いきいきサロン活動」でも、同じような声があると伺っているわけですが、

これらをまとめてみますと「サロン活動には、人と人との交流の場としての大きな役割がある」という
ことになるかと思います。
アメリカでの追跡調査の結果から出されたデータによれば、「人との交流の場がある人」と「社会的に

孤立している人」では、後者の方が、死亡率が３倍高いというデータも出ています。日本においても「生
存日数と友人・近隣ネットワーク」として、同様のデータが発表されています。
これらのデータからすれば、「人との交流がある」ということが“寿命”と大いに関係しているという

ことになります。
次に、隠岐の島町のサロン活動の特徴についてふれてみたいと思います。先程、サロン活動が“交流の場”

として、寿命と大きく関係しており、重要な役割をに
なっているとお話ししましたが、隠岐の島町での取り
組みのすばらしいと思う点を五つあげてみました。
一つ目は、集会所等の身近な場所で開催しているこ

と。そして、参加者同士が顔なじみであるということ。
自分の庭のような存在である集会所だからこそ出か

けやすく、かつ顔なじみだからこそ集まりやすいとい
うことがいえます。

へ＆ほ 炊義精班走恒ｕ措精ｒ情宵ｂｑ

ＩぜＸｓ

へ＊ほ 倒こＱ準奇ｒＲぜ刻ｖｂｑＩぜＸｓ

へ＠ほ 誼堕 ぃ媛仭ｚ訟豫ｖｂｑＩぜＸｓ

へ§ほ しｎＴテらゼっ契略ｖｂｑＩぜＸｓ

へ☆ほ 座旨ｐＴせｙ昌博っ晋せ瀕そｑＩ

ぜＸｓ

▲ 隠岐保健所・村下 伯　所長

▲ 隠岐の島町のサロン活動の特徴
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二つ目、誰もが参加できる形にしていること。
この後のシンポジウムで、実際に活動されている皆さまから、具体的な実践についてご報告がありま

すが、普段外出していない人にも声かけをされていること、さらに、高齢者と子供との世代間交流の場
にもなっていることが特徴としてあげられます。
そして三つ目は、開催回数や内容は、それぞれのサロンに応じて自由にしていること。これは大きな

メリットでもあると思います。
特に、回数にあっては、「月１回程度」の“程度”としているところが特筆されるところで、これは、

参加する側も、協力員としても、地域の活動や祭事等に応じて、臨機応変にできるということであり、でも、
月１回はどこかで調整して集まろうよ！という強制力のない意識付けになっているのではないかとうか
がえます。
四つ目、“ゆっくリズム”を基本にしていること。これは素敵なところで、活動の間にホッとできる時

間やお茶飲みの時間を設けることで、参加者の幅を広げることができているのではないかと思います。
そして五つ目、この後のシンポジウムでもご報告されることと思いますが、町の保健師さんや地域包

括支援センター職員さんに来ていただいて、口腔に関することや栄養に関すること、体力づくりに関す
ることなど、健康づくりの視点を取り入れて活動していること。これも隠岐の島町のサロンの特徴とし
てあげられると思います。
ぜひ、このような特徴を、サロンを実践しておられる皆さまには今後とも大切にしていただきたいと

思いますし、このようなすばらしい特徴を持ったサロンが、さらに隠岐の島町の各地で広がっていくこ
とを願っております。
最後に、今後のサロン活動に期待することをお話ししたいと思います。
私が、「はつらつサロン事業」や町の「介護予防教室」等に参加させていただいて率直に感じることは「男

性の参加が少ないなぁ ...」という点。実際に参加しておられる方々からも、同様の声を伺っています。
ここで、島根県の市町村別の平均寿命をグラフで見てみます。

島根県市町村別平均寿命（男性）
（平成１７年）

79.4
79.2

79.0
78.9 78.8 78.8

78.7
78.6 78.6 78.6

78.5 78.5 78.5
78.3 78.3

77.9 77.9 77.9

77.6 77.6
77.4

77.3

77

78

79

80
霸
于
徘
棒

髀

Ć0塔 19鼠

2005年
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男性では、県平均７８．５歳に対して、隠岐の島町
はなんとワースト３位の７７．６歳なんです。一方女
性は、県平均８６．６歳に対して、ほぼ同じ８６．５歳
となっていますが、１３位なんです。
次に、平均寿命の男女差を見てみます。隠岐の島

町は、男女差８．９歳。これは、県下１位なんです。
なんとか男性も、女性と同じくらい、寿命が延びて

欲しいと思っています。
ここで、先程「人との交流・つきあいがある人ほど、寿命が長い」と申し上げたことを思い出して下さい。

そして提案なんですが、男性の方にも元気で長生きしていただくために、ぜひ、男性のサロンへの参加
をもっともっと呼びかけていただければと思っています。
次に、サロンに取り組んでおられます皆さまの中では、すでに実践しておられることかとお見受けし

ますが、麻痺（マヒ）や障がいのある方、外出がおっくうになった方々も参加できる工夫をしていただいて、
さらに輪を広げていただきたいと思います。
そして最後に、サロン活動を「地域づくり・まちづくり」の視点でも取り組んでいただきたいと思います。
今、家族や地域との関係性がくずれて孤立することにより、生活機能の低下をまねくということが専

門家から報告されています。これは、高齢者にも、子供にもいえることかと思っています。
そういった中、家族や地域との関係性を取り戻すためにも、サロン活動は非常に有効な手段であると

思います。
今後、サロン活動が地域の活性化のきっかけになっていくことを期待するところですし、行政として

もサロン活動を支援していきたいと思っております。そして、今回のフォーラムをきっかけに、「地域づ
くり・まちづくり」を皆さまと一緒にすすめていきたいという想いを申し上げて、私の講演を終わります。

島根県市町村別平均寿命（女性）
（平成１７年）

87.4
87.2

87.0 87.0 86.9 86.9 86.8
86.7 86.7 86.7 86.6 86.6 86.6

86.5 86.4 86.3
86.2 86.2 86.1 86.0 86.0

85.7

85

86

87

88平
均
寿
命

歳

Ć0塔 13

順

位
市 町 村 男 性 女 性 男女差

１位 隠岐の島町 77.6 歳 86.5 歳 8.9 歳

島根県 78.5 歳 86.6 歳 8.1 歳

21位 松江市 79.2 歳 86.8 歳 7.6 歳

位

2005年
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基調講演②

「地域における福祉活動がもたらす 地域の活性化」
福山平成大学 福祉健康学部 福祉学科 教授　 藤井 悟　氏

ﾄ┏プ┡┋

広島県・福山市（人口約４７万人）にあります「福
山平成大学」からやってまいりました藤井と申します。
実は、１０年前に一度、旧西郷町社会福祉協議会主

催の研修会でお邪魔させていただいたことがあるんで
すが、縁あって、新設の隠岐の島町へおさそいをいた
だき「１０年前とどのような変化があるのかなぁ」と、
非常に興味もあって、再度お邪魔させていただいたと
ころです。

鰆鰉ガ┞團〞━┎侃貫┏ﾎ┉グ脚粟ブ┆ガ┫┎ズ

では、早速レジュメにそって進めさせていただきますが、この１０年、社会でも、皆さんの周りでも、
一体どのような変化があったでしょうか。地域福祉ということに関していいますと、一番大きな出来事は、
やはり“市町村合併”ではないかと思っています。
この行政合併は、当然ですが、福祉だけでなく、自治会活動や地域の様々な団体の活動、さらには住

民の生活全般にも大きな影響を与えたと思うわけです。
今まで人口は、一般的には右肩上がりに増加していく傾向にあると予測されていたわけですが、その

予測とは逆に、人口減少社会に転換しているような状況です。
これにともなって、ご来場の皆さんも実感しておられるかと思われますが、少子・高齢化や小世帯員化、

単身世帯・二人暮らし世帯の増加により、地域における人間関係や連帯感が薄くなってきている、これ
は家族の中でも同様のことがいえるかと思います。
ではここで、新聞記事のスライドを見てみます。「広島県の特別養護老人ホーム待機者数」についてふ

れている中国新聞の記事です。なんと、７，７６６人の待機者がいるというのです。広島県だけで約８，０００
人の方々が、特別養護老人ホームへの入所を待って
いるという状態です。いかに高齢者が増加し、かつ、
介護を必要とする方々も増えてきているかというこ
とがうかがえます。
この記事を見て、皆さんはどう思われますか？「自

分は元気だから関係ない！」あるいは「うちの親族
にも入所希望の者がいるんだけど、同じように待機
状態なんだ」、「もっと特別養護老人ホームを建設す
ればいいのではないか！」というように、人それぞ
れで様々な考えを持っておられるでしょう。



琊 8琊

実は、最後の「もっと特別養護老人ホームを
建設すればいいのではないか！」という考えに
は、いろんな問題を含んでいます。
特別養護老人ホームを一カ所建設していくと、

介護保険料を納めている方々の一人あたりの負
担額が、ポンとはね上がるのが現実なんです。
また、介護サービスをどんどん使っていけば、
同様に保険料はあがっていくんです。社会保険
方式とはこういうものだということを、被保険
者である皆さんにも知っていただきたいと思う
わけです。
そして次の記事、都道府県庁所在地並びに

政令指定都市における福祉事務所のケースワー
カー一人が担当する生活保護世帯数が１０４世
帯になっていると、見出しで大きく掲載してあ
ります。大体、一人のケースワーカーで担当す
る生活保護世帯数は、市町村の福祉事務所によっ
てことなりますが、「職員さんも大変だなぁ」で
終わってはダメなんです。なぜ、生活保護を受
給する世帯が増えてきたのか・・・、これを考
えなくていかなければなりません。

大きな要因としては、最近の景気低迷による
企業のリストラなどで、仕事を失って生活する
ことがきびしくなってきているということがあ
ります。
これにともなって、都道府県社会福祉協議会

で実施しております“生活福祉資金”の相談件数、
貸付件数も増加しているんです。
次、最後のスライドになりますが、警察庁

まとめで公表された「２００９年の自殺者数
３万２，７５３人で、前年比５０４人増」という
記事。
ついこの間まで、全国の交通死亡事故者数

１万人といわれ、事故防止の取り組みが熱心に
進められました。近年では８，０００人程度まで
減少していますが、自ら命を絶つ“自死”の数は、
増加しているんです。
この自死者数増加の背景を調査してみます


